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▶１頭 (回答番号：260301) 
▶２頭 (回答番号：260302) 
▶３頭 (回答番号：260303) 

●申３月20日㈮まで ●問 ���デジタル推進課デジタル推進係☎49 - 7039

正解者の中から抽選で10人に1,000ポイント、50人に300ポイントをプレゼント

先月のクイズの答え：「カタクチイワシ」 (回答番号：260203) 
水産物荷さばき施設における取扱重量の半分以上を占める主要魚種です。市内の巻き網漁業者によって水揚げされ、
主に養殖の飼料として取引されます。地元では「ホウタレ」の愛称でも親しまれている魚です

ＩＤ：0114048

RUC POINTクイズ

Ｑ：仙台から伝わったとされる「八ツ鹿踊り」は、８頭の鹿が舞う民
俗芸能です。雌鹿を雄鹿が捜す物語が描かれますが、全８頭のうち雌
鹿は何頭いるでしょうか。以下から選んでください。

回答方法
はこちら

アプリの
インストール
はこちら

より多くの人にRUC POINTを利用してもらうこ
とで、地域活動などに参加する利用者のさらな
る増加を図るため、広報うわじまに毎月掲載す
るクイズの正解者にRUC POINTを進呈します。

■ カウンセリング・アート鼓舞に文部科学大臣表彰

●問市民課市民協働推進室☎49 - 7004

　本市を拠点に活動する市登録NPO団体のカウンセリング・アート鼓舞が、令
和７年度「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣表彰を受けました。
　本表彰は、障がいのある人の社会参画と芸術文化の裾野を広げる優れた実践
を行ってきた団体の功績をたたえるものです。
　本団体は31年にわたり、和太鼓や身体表現を用いた即興的な文化芸術活動
を通じて、障がいのある人一人一人の個性や可能性を大切にした活動を継続し
てきました。活動には、障がいのある人や家族、市民、自治会、福
祉事業所、学校、保育園、NPOなど多様な主体が関わり、誰もが
対等に参加できる場が地域の中に育まれています。

　カウンセリング・アート鼓舞は、本年度から耕作放棄地を活用し
た農福連携の取り組みを新たに開始し、栽培や収穫を通じて地域住
民と協働する夢を描き、障がいのある人の生きがいや活動の場を広
げようとしています。文化芸術と農業の両面から社会参画を目指す
これらの活動は、本市が目指す「協働のまちづくり」を体現するも
ので、本市では今後もその意義を広く発信していきます。

ＩＤ：0120496


